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名大 理 金 吉 敬 人
`スピングラス"も実験的にはかなり整理され問題点も明瞭になって来ました｡しか


















(a) q≪ si>2>r≠ 0, 7n-≪ Si≫r-()











東工大 理 上 野 陽太郎
小 口 武 彦
いわゆるスピングラスあるいはROPにおける臨界的振舞の研究は今なお困難な問題
である｡ここでは最隣接相互作用 (JAとJB)をもつIsing系に限るo これまでの研究
をd-2,3に限るならば高温展開によるtRapaportと最近の実空間でのくりこみ群
による研究がいくつかある.前者はd-3でもROPは存在せず,後者ではd-3での
存在は確かであるがd-2では肯定と否定の結果がでて決着はついていない.
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